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“こうべ”の市⺠福祉総合計画 2025 年次報告書 〜令和３年度評価〜 

１．はじめに 

〇計画の概要 

＜基本理念＞ 誰もが安⼼して⾃分らしく暮らせる市⺠福祉の実現 

本計画では基本理念である、人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが生きがいや役割をもち、助け
あいながら暮らしていくことができる社会（ソーシャル・インクルージョン）の実現に向け、３つの方向
性に基づき施策を進めています。 

 

＜方向性１＞ みんなが参加、行動できる人づくり 

地域の課題解決には、市⺠一人ひとりが個性や⼒を発揮でき、多様性の理解を広げ、互いに関わりあい
を持ち協⼒していくことが重要です。福祉サービスが有効に機能するためには、地域の一人ひとりの理解
を高め、つながりを広げること、さらに日常生活を維持する取組みに多くの人が参加することが大事です。 
 

＜方向性２＞ 安⼼を保障できる仕組みづくり 

市⺠一人ひとりが個性や⼒を発揮でき、助けあいながら暮らしていくためには、市⺠が安全に安⼼して
暮らせることが保障されていなければなりません。 
 そのため、⾏政は、市⺠の相談を受け⽌め、市⺠と⽀援者がつながり続ける体制をつくるとともに全て
のライフステージを⽀えられる福祉サービスの基盤を整備し、一人ひとりの問題に応じた福祉サービス
を提供していくことが求められます。 
  

＜方向性３＞ 人と人がつながり支えあう環境づくり 

 地域で生活する様々な人が、個人や世帯が抱える生きづらさやリスクを社会の課題と捉え、また、これ
まで経験したことのないような、既存の制度だけでは解決できない地域福祉課題に対応するために、市
⺠・事業者・⾏政といった地域に関わる様々な主体がつながる基盤（福祉プラットフォーム）をもち、お
互いに連携を取りながら課題解決へ進んでいける環境が必要です。 
 

〇計画の検証・評価 

 本計画策定における会議では、基本理念の実現に寄与する指標づくりを⽬指し、市⺠⽬線に⽴ち、サー
ビスの受け手側にも重きを置いた評価の実施について提案を頂いたところです。評価方法については検
討を続けているところですが、今回の検証・評価ではご意見を踏まえ、実際にサービスを受けている地域
住⺠や現場で対応される職員等へのヒアリングやアンケートを通じて、数値だけでは把握できない質的
な面を踏まえた評価に取り組んでいます。  

資料２ 
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２．事業ヒアリング（居場所づくり事業、介護予防カフェ） 

（１）居場所づくり事業（社会福祉協議会） 

〇社会福祉協議会の居場所づくり事業とは？ 

 各区社会福祉協議会では、地域社会とつながりが希薄な人を対象に、地域福祉ネットワーク事業とし
て、そのような方たちが生きがいややりがいを感じることができる「居場所」や機会づくりに取り組んで
います。孤⽴させない⽀援にむけて各区社協が工夫を凝らしながら、それぞれの居場所づくりを⾏ってい
ます。 
 その中でも今回、「あおい製作所（中央区）」「ふらっとホーム（北区）」の皆さんの声を聞いてきました
のでご紹介いたします。 
 
【神⼾市予決算額】143,608 千円（R４予算額）、168,366 千円（R３決算額）、164,376 千円（R２決算額）、
161,160 千円（R 元決算額） 

※上記金額は地域福祉ネットワーク事業に関する補助・委託費用合計額 
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〇あおい製作所（中央区社会福祉協議会） 

【概要・特徴】 
 
生きづらさや社会とのつながりが希薄な人の社会孤⽴を防ぐため、地域の中で「生きがい」や「役割」

を感じたり、一般就労の準備段階としての社会参加を促進し、居場所や活躍の場としての「しごと」づく
り（出口⽀援）を⾏っています。 

「しごと」の受注やボランティアグループの⽴ち上げ等、地域福祉ネットワーカーだけではなく、区社
協全体で⾏う広がりのある事業となっています。 

ボランティアグループが中⼼になって参加者へのサポートを担ってくれており、温かい雰囲気がつく
られています。 

 

① あおい製作所の雰囲気 

 会場は主に市営磯上住宅の集会所で⾏われています。机ごとに３〜
４つのグループを作り、ランダムに着席されています。あたたかい雰囲
気が流れており、それぞれのテーブルにボランティアの方も着席し、一
緒になって作業に取り組まれています。コロナ対策でマスクは必須で
すが、おしゃべりは自由で、「しごと」にもくもくと取り組まれたり、
悩んだときは、ボランティアの方がサポートして一緒にしたりと、みな
さんマスクの上からでも分かるいい顔をされていました。 

 
② 参加者にお話を聞いて見えてきたこと 

◆参加することで気持ちをリフレッシュ 

他者との交流が少なく苦手でしたが、就労先の相談員等の助⼒もあり、苦手も軽減し、さらに、あおい
製作所に⾏くようになり、多くの方の⽀援によって人付き合いも好きになってきているようです。今では
あおい製作所に通い、他の方と交流することが主のストレス発散・気分転換になっているとのことです。 

 

◆孤独な気持ちが和らぐ 

現在の住居に転居してからは近隣付き合いもなく、他の集まりにも参加されてはいないようでしたが、
あおい製作所のような社会とつながれる場所があることで、孤独を感じなくてすんでおり、どちらかとい
うと幸せと言っておられました。 

 

概要・特徴 

◆ヒアリング要旨 
◇ヒアリングを通じての考察 

●会場の様子 
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◇多くの方の支援によって、参加者の笑顔がつくられている 

社会とつながることで自身では得られない情報や機会を得ることができ、その人にとってかけがえの
ないものにつながる可能性があることが分かりました。さらに、現場の声を通じて、人は環境によって大
きく左右されるものであるが、人には間違いなく人を変える⼒があり、大きな可能性が満ちていること、
また、そこには多くの方の⽀援・尽⼒があり、だからこそ、安⼼・安全な居場所が提供でき、そこを通じ
て参加者の満足度・幸福度の上昇につながっているということも分かりました。 

 
【参加者の声】 
・楽しい。回数を増やしてほしい 
・孤独を感じていたが、みんなで集まるだけでうれしい 
・しごとが面白い、しごとが終わったあとの充実感が得られるので働く意欲が湧く 
・前向きになれる など 

 
③ ボランティアの方にお話を聞いて見えてきたこと 

◆ボランティア活動が生活に不可欠なものに 

ボランティア活動に熱⼼に取り組まれる背景には、これまで仕事人間であり、外の人たち・地域の人た
ちと積極的な関りがなかったことやそれに加えて、現在単身赴任中で仕事以外の人との交流がないこと
に起因する寂しさ・人との交流への希望があったといえます。 

そうして始めたボランティア活動であったが、今ではボランティア活動が、仕事・自宅以外のサードプ
レイスとなっており、ボランティア活動のための苦労も生活にハリを与え、満ち足りた生活を送るために
欠かせないものとなっているそうです。 

 

◇ソーシャル・インクルージョンの実現 

ボランティアの方のお話を通じて、ボランティア活動で感じた手ごたえや充足感、同じ気持ちを持つ仲
間と出会うことにより、そうした自身の想いが肯定され、また、よりボランティア活動を推進できるよ
う、ボランティアチームの結成もされていることから、ボランティア活動が本人にとってかけがえのない
ものに成⻑していることが分かりました。 

そして、ボランティア活動が相手に対して一方向に与えるだけのものではなく、自身も相手から与えら
れているものがある。つまり、居場所事業の参加者たちが無意識ながらもいろんなかたちでボランティア
とつながり、お互いに⽀え合っているという現状が分かりました。 
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【ボランティアの方の声】 
・このような方たちの居場所は必要だと思った。 
・参加者の皆さんが前向きになっていく様子が分かる 
・回数を増やしたいが、仕事の関係で増やせないのが残念 
・ここはプライベートなことを聞かれないので、ストレスを感じないし優しい場所。 
・参加者と関わることで、こちらの⼼が和む。 

 
④ 事業者にお話を聞いて見えてきたこと 

◆支援者の個人対応の限界 

複雑・多様化する様々な福祉課題が存在しているなかで、実務経験からも、既存の事業だけでは不十分
な対象者が多数います。さらに、⽀援者も限られるなかで、⽀援者の個人対応の限界もあり、今後、多く
の方と繋がれるような、要⽀援者に対して、一対多数の関係性を築いていく必要があるとともに、新たな
居場所が求められています。 

 

◆実務上の課題への対応から生まれた事業 

こうした現状は広く生じている課題といえ、対応の一つとして、既存の⽀援だけでは対応できないよう
なケースに対して、世間とつながりを持てるような、新たな場所「あおい製作所」を⽴ちあげ、運営して
いるところです。さまざまな⽀援者から問い合わせがあり、これまで十分なフォローができていなかった
被⽀援者への新たな方策として期待されています。 

全ての被⽀援者が、世間との交流を拒絶しているわけではなく、社会とのつながりを強く求めている方
がいて、周りの⽀援によって参加者同士の交流も含めた社会とのつながりが持てるようになっています。
また、既に社会と接点を持っている方でも、不安を感じている方はおり、様々な方への⽀援を考えていく
必要性が潜在しているといえます。 

 

◆やりがいのあるしごとを 

あおい製作所は、ただ集まるだけでなく、「やりがいのあるしご
と」を特色としており、そこを明確に伝えるために様々な取組み
をしています。参加者のことを考えたプログラムを検討し、居場
所づくりに対する細かな気配り、配慮等には事業者の深い想いが
ありました。 

 
●しごとで作成されたメッセージ

カードの一例 
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◆ボランティアの貢献が必要不可欠 

居場所の運営には、ボランティア等の貢献が不可欠です。ボランティアの方も、参加者が安⼼できる場
所を作るために、事前に研修を受けて参加するとともに、熱意を持って取り組まれています。⽀援のため
に多様なプレイヤーが主体的に関わっています。 

 

◆多様な人・機関の連携による一体感 ＝ やりがい 

事業者の原動⼒は負担をこえるやりがいといえます。居場所づくりに携わった⽀援者（ボランティア
等）からは「ここにくると楽しい、ほっとする」といった言葉をもらうことがありますが、肌で感じられ
るやりがいは、⽀援者自身のやりがい・モチベーションの向上・維持につながっているといえます。多様
な人・機関との連携は、これまでの業務における関係性構築の成果もあると思いますが、そうした連携に
より一体感が生まれ、一丸となって取組めていることは効率面だけでなく、⽀援者のやりがいにもつなが
っています。 

 

◇つながり支えあう 

前述の通り、個人対応には限界があります。こうした多様な人・機関の連携は、これまで⽀援につなが
っていなかった潜在的な課題、複雑・多様化している福祉課題に対しても大きな役割を果たしていると考
えられ、早期の課題解決につながるとともに、また、一体感をもって対応することがやりがいの創出につ
ながるなど好循環をもたらすといえます。 

これまで関係性構築に努めてきた成果として、個々のケースへ迅速な対応が可能となっているそうで
す。また、多様な福祉課題への対応として、周りの方が関⼼を向けることも大事なことであり、関係者が
増えることは、ニーズキャッチできる場所の増加になります。 

普段から多様な人・機関と連携をとることで、包括的な⽀援が可能となることやこれまで⽀援に繋がっ
ていなかった福祉課題に対応できる可能性が広がることが再認識できました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

＜基本情報＞ 
開催日  | 毎週⽔曜日 9:30〜11:30 
開催場所 | 市営磯上住宅集会所等 

 開催実績 | 参加者数 334 名（R3）、187 名（R2） 
        開催数 37 回（R3）、 35 回（R2） 
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〇ふらっとホーム（北区社会福祉協議会） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ふらっとホーム 

（①−１）緊張感を感じる会場 

ふらっとホームは、ひきこもり・不登校等しんどい思いを抱えた方や、そのご家族の居場所で、事前申
込みなしで訪れることができます。そのため、開催しても誰も来ない時もあります。訪問時は、ご子息が
ひきこもりであるご両親が来られていました。初めての来庁ということもあり、緊張感が漂う少し重たい
空気を感じました。 

 

（①−２）次第に増えていく会話 

最初こそ少し重たい空気でしたが、北区社協の職員が、参加者が話をしやすいように誘導し、ボランテ
ィアの方が話をするにつれて、参加者の緊張もほぐれ、次第にいろいろなことを話すようになってきまし
た。参加者の話に対し、ボランティアの方が傾聴し、そして、ご自身の経験も交えながら話されるにつれ、
参加者の話も増えてきて、あっという間に 90 分間の時間が過ぎていきました。 

 

（①−３）ちょっと楽になりました 

本日の来庁のきっかけは、神⼾ひきこもり⽀援室からの紹介でした。ひきこもり⽀援室の職員には、何
度かご自宅に訪問してもらいながら相談をしていましたが、その中で、本日のふらっとホームの話を聞い

〇作業プログラム（当事者の外出のきっかけづくり） 
・誰かの役に⽴ちたい、安⼼できる居場所がほ

しい 

〇ふらっとホーム(当事者・家族の居場所) 
・自分の経験を誰かに聞いて欲しい 

 
当事者（本人）は、自宅（自室）以外に居場所がな

く、家族ともコミュニケーションが上手く取れていなか
ったり、また、家族は将来に不安を感じているが、誰に
も相談できず、周囲にも知られたくないと思っていたり
しています。 

こうした現状に対し、同じ悩みを持つ当事者同士や⽀
援ボランティア等他者との関わりを持つ機会の提供が大
きな⽀援になると考え、北区社会福祉協議会では、本人
や家族が自由に集える場を開設しています。 
 

概要・特徴 
●居場所づくりの取組み（３種類） 

〇ふらっとカフェ(当事者のみの居場所) 
・安⼼して参加し、いろんな経験をしてみたい 



8 
 

てご来庁されたそうです。 
ボランティアの方に話を聞いてもらい、また、ボランティアの方の経験談等を聞くなかで、ご自身の中

でもすっと落ちるものがあり、気持ちがちょっと楽になり、時間等が合えばまた参加したいといわれてい
ました。 

 
② 作業プログラム 

（②−１）あたたかい雰囲気の部屋 

作業プログラムは、主にひきこもりの人に対して、就労等社会参加につながるよう軽作業の提供をして
います。こちらも体調等に応じて遅刻や早退も可能であり、この日も遅れて参加した方がいました。入室
したときから緩やかで温かい雰囲気の会場でみなさんリラックスされているようでした。 

 

（②−２）作業スタイルは人それぞれ 

作業プログラムの内容として、例えば袋詰めやラベル貼りといった
軽作業を区社協が何点か準備していますが、それ以外にも、ボランティ
アの方に手芸を教えてもらい一緒にされるなど内容は様々です。参加
者も、黙々と作業に集中して取り組まれたり、ボランティアの方たちと
お話しながら楽しそうに作業をされたりと作業スタイルは人それぞれ
です。 

 

（②−３）ここがあってよかった 

参加者に直接お話を伺ったところ、そのように答えてくれました。１年程前に北区へ転入されてきまし
たが、その際に区の精神保健福祉士からこの居場所を紹介され、通われています。 

外に出ている時は元気に振る舞う反動で家では疲れてしまい、また、現在一人暮らしのため、一人でい
ると悪い方に考え、落ち込んでしまうようです。その点、この居場所は自分のことを理解してくれている
スタッフやボランティアと話すことができ、和気あいあいと活動できるので、転居後の特に⼼細い時期に
この場所に繋がれて本当によかった、それ以降毎回参加しています、と本当に楽しみにされている様子が
お話を通じて伝わってきて、こうした居場所の必要性が分かりました。 

 
 
 

●フェイスシールドの作成
（作業プログラムの一例） 
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③ ボランティアの方にお話を聞いて見えてきたこと 

（③−１）ボランティア活動への⼾惑い 

 これまでにもいろいろなボランティア活動をされてきた方にお話を
伺いました。今回のふらっとホームのボランティアについては、参加者
に嫌な思いをさせないように、事前に傾聴ボランティア活動に関する
研修を受けてもらうことになっています。そこでは、傾聴の仕方を教え
てもらいますが、これまでのご自身の経験に基づく接し方と、講義を受
けた内容との違いに関する⼾惑いがありました。正解はないとは分か
っていながらも、相手のことを考え、いろいろとしてあげたい・貢献し
たいという気持ちと、受講した傾聴の基本姿勢との間に差があり困惑
されていました。 
 また、最近では、交通費等の経費の⽀給がある有償ボランティアの考え方が広がっているが、この考え
方についても、これまでの「ボランティア活動＝無償」という考え方が時代の変化とともに変わっている
ことに対する⼾惑いも抱いていました。 

 

（③−２）変化の容認と社会貢献へ想い 

ただし、⼾惑いはある中でも、こうした変化を容認しようと柔軟に考えている姿勢を感じることができ
ました。これまでのボランティア活動のなかでも、確かに相手から感謝されているという実感もあるから
こそ、こうした葛藤が生じているものと思いました。 

また、皆さんいろいろなご経験をされてきていますが、こうした自身の経験を他の方のために役⽴てれ
ばという想いでご参加された方もおられ、ご自身が経験されているからこそ、同じような方の気持ちが理
解できるし、相手の気持ちに寄り添った相談ができると考えているようでした。 

 

（③−３）これからも続けていきたい 

 ボランティア活動を通じた影響として、まず相手の気持ちを考える（思いやる）ようになり、自分の
ことばかりを主張しようとは思わなくなってきたとのこと。また、地域にはこのような方がいるというこ
とを、実際に人を見て、背景等を理解しようとする気持ちが大事ということに気付いたとのことです。ま
た、こうした活動を通じて、自分自身の世界が広くなったという声も伺いました。 
 いろいろな想いを持たれ、これからもボランティア活動は続けていきたいという話を聞くなかで、その
根底には相手のことを一番に考える気持ちがあることが分かりました。 
 

●寄り添いボランティア養成
講座の受講風景 
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④ 事業者にお話を聞いて見えてきたこと 

◆実務上の課題への対応から生まれた事業 

北区社協では、「ふらっとホーム」「ふらっとカフェ」「作業プログラム」の３つの居場所事業を運営し
ており、それぞれ参加者に合わせた内容を提供しています。 

これらは主にひきこもりの方を対象としていますが、その中でも、ふらっとホームは当事者だけでなく
その家族も対象としており、当事者家族が自身のことを話せたり、当事者等の話を聞けたりする場所とし
て運営しています。予約不要で来るのも来ないのも自由であり、ここをきっかけに、他の機関と関わりを
持つなどして、来なくなる方が多いです。 

地域福祉ネットワーカーとして働いていく中で、いかにして相手と対話する機会を作っていくかにつ
いて試⾏錯誤しています。来所してもらうことを待つだけでなく、アウトリーチをかけることも多くあり
ます。しかし、いろいろな相談者がいる中で、自宅訪問が上手くいくこともあれば、会えない方もいます。
また、ご家族と一緒が望ましい方がいれば、そうでない方が望ましい方もいます。十人十色の中で、相談
者のことを想い、多様なアプローチ手法を考える中で生まれたツールだと考えています。 

 

◆ボランティアの協力が必須 

そのため、参加者のことを第一に考え、嫌な思いをせずに帰ってもらえるように運営には気を遣ってい
ますが、これらの運営に関しては、ボランティアの協⼒が不可欠となります。ボランティアは、傾聴ボラ
ンティア養成講座を受講しており、来所者に寄り添った対応ができるよう勉強をされています。皆さん熱
意があり、自分が役に⽴てることがあればと参加意欲も示していますが、一方で、居場所の運営に関して
もネットワーカーの業務量や、「予約不要・いつでもどうぞ」というスタンスの為、参加者が来るかどう
かも分からない（参加者 0 の日もある）といったことなどから、ただ回数を増やせばいいというもので
はないため、ボランティアの活躍の場所をどう確保していくかといったことなど、運営に関しては多様な
苦労をされています。 

 

◆関係機関との連携が重要 

まだ知らない方もたくさんいるため、ホームページ等での広報はしていますが、それだけでは不十分だ
と考えており、例えば、⺠生委員との連絡会や学校⻑会等の場で情報の提供をしています。ふらっとホー
ムの話だけではなく、地域福祉ネットワーク事業等について周知を図っており、ニーズキャッチではない
ですが、普段の活動の中で気になる方がいれば連絡・相談に来て欲しいといった旨をアナウンスしていま
す。 

また、社協さらに地域福祉ネットワーカーとなると、まだ認知度も高いとはいえないので、足を運びな

◆ヒアリング要旨 
◇ヒアリングを通じての考察 
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がら顔を売るといった地道な活動を日々しています。ただ、若年層はネット上でつながりを持っているこ
とが多いので、対面だけでなく、そういったところもカバーするような準備も同時にしていければと考え
ています。 

現在、作業プログラムに関しては、精神保健福祉士等の専門職からの紹介も多いので、関係機関との連
携が大事になっています。通常の業務の中でも、関係性は大切にしており、一つのつながりから派生して
いくことも多いです。これはあっちの仕事だからと関わらないのではなく、お互いに振り振られというの
ではなく、一緒にしようよという風に、一人で抱え込まないで皆で対応していこうとしています。 

 

◇これまでの積み重ねと確かな実感 

地域福祉ネットワーカーが設置され 10 年となりますが、知名度の低さを感じる一方で、徐々に知って
もらっていると感じられる機会も増えています。これまでのお話を通じて、関係機関との地道な連携強化
に努めてきたことが徐々に実を結び始めてきた結果であるといえます。関係機関ともそれぞれができる
範囲がある中でも、対象者のことを第一に考え、一緒に協⼒して取り組んでおり、良好な関係を築いてい
ます。また、そうすることで新たな関係先の増加にもつながっています。関係先が増えることは、課題に
対応できるネットワークが増えていることであり、複雑・多様化する福祉課題の解決に大きく貢献してい
るといえます。こうした多機関との連携強化に取り組むなかで、居場所事業の参加者に求められることも
様々であり、同一、均一ではない対応をされるなど、参加者に寄り添った対応をしている点は言葉だけで
は分からない多くの苦労等があるといえます。 

細やかな対応等が求められる職員が、苦労を乗り越えこうした取組みを継続される根幹には、当事者へ
の⽀援を通じて感じることができる当事者の成⻑と、自分の⽀援がその人のためになっている、また、そ
の人だけでなく周りの人へも影響を与えるという実感が原動⼒となっています。 

お話を伺うなかでも「まずは社協に相談」「ゆるくてもいいので関係者とつながっておく」「参加者を第
一に」といった相手を思いやる姿勢が垣間見られました。 
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●ふれあいの里おくっちょ 

＜基本情報＞ 
【ふらっとホーム】 

開催日  | ①毎⽉第一⽔曜日 13:00〜14:30  ②毎⽉第三⽔曜日 14:00〜15:30 
開催場所 | ①ふれあいの里おくっちょ  ②北区社協ボランティアルームなど 

 開催実績 | 参加者数 20 名（R3）、46 名（R2） 
   開催数 11 回（R3）、 9 回（R2） 
 

【ふらっとカフェ】 
 開催日  | 不定期開催 
 開催場所 | ふれあいの里おくっちょ等 
 開催実績 | 参加者数 14 名、イベント（保護犬とふれあい会）として実施（R3） 
 
【作業プログラム】 

開催日  | 毎⽉２回ずつ 
開催場所 | 北区役所、または、北神区役所会議室（それぞれ⽉２回開催） 

 開催実績 | 参加者数 108 名（R3）、48 名（R2）  
開催数 37 回（R3）、 50 回（R2） 
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（２）介護予防カフェ 

〇介護予防カフェとは？ 

 皆さんが地域で元気に暮らし続けるための介護予防を推進していくための取組みの一つで、高齢者の
方が集まる場所や機会にネスレ日本株式会社より無償で貸与されるコーヒーマシンを活用して、コーヒ
ーを飲みながら語らい、介護予防に関する健康情報等も得ることができる住⺠主体のつどいの場です。 
 
【神 ⼾ 市 予 算 額】 0 円（予算なし） 
【介護予防カフェ数】 82 団体（R4.6 時点） 
 

特 徴 

 介護予防カフェの運営は、⾏政が⾏うのではなくカフェマネージャーが⾏います。カフェマネージャ
ーとは、介護予防カフェの代表者のことであり、企画・運営、活動報告、コーヒーマシンの管理などに協
⼒いただいています。各地の介護予防カフェでは、カフェマネージャーを中⼼に地域の皆さんの思い思
いの個性豊かなカフェがあります。 
 今回、ヒアリングにご協⼒いただいた２つのカフェについてご紹介いたします。 
いぃばしょ（⻄区） 

⻄区⻄神南のルゼフィール井吹台（UR 住宅）の集会所で毎⽉
１回開催されています。⽴ち上げに関わった住⺠３名の方を中⼼
に毎⽉内容を考え、また、コロナ禍での運営をどのようにしてい
くかなど、いろいろと悩みながら工夫をし、運営されています。
カフェでは、体操をして体を動かしたり、歌を歌ったりされてい
ます。その他にもいろいろとアイデアを出しながらイベントを考
えています。 

見学した日は朗読をされており、皆さん楽しそうに時間を過ご
されているのがよく伝わってきました。 

 

団地カフェありの（北区） 

北区有野台の団地内集会所で⽉２回開催されています。有野台では、地域の相談所として、なでしこ暮楽
部（兵庫県済生会）が設置されていましたが、その取組みの一つとして、介護予防カフェを運営されていま
す。カフェの運営については、地元住⺠のボランティアとともに実施されており、神⼾市の介護予防カフェ
の第一号店でもあります。 

 

●いぃばしょでの体操中の様子。いい
運動になります 

概要・特徴 
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① カフェマネージャーにお話を聞いてみて 

（①−１）いぃばしょ（⻄区） 

◆ふとした思い立ちと偶然の積み重ね 

 もともと高齢者等の交流の場が必要だといった強い思い入れがあったわけではなく、偶然見知った「居
場所コーディネーター養成講座」に興味を惹かれ、参加したところ、そこで知り合った方たちと話が合
い、同じ地域の方であったことから、地域で会場を探したところ、たまたまこの集会所も空いており、話
が進んでいきました。カフェ運営は今もその知り合った方々と一緒に続けています。 

 

◆運営に関して悩みはつきもの。嫌と思わず参加者の喜ぶ顔を思い浮かべて 

 カフェが継続できるのは周りの皆さんの協⼒のおかげであり、当然、運営に関して細かい⼼配や悩み
はつきものですが、そうしたことを嫌と思わず、参加者が喜んでくれる顔を思い浮かべながら楽しみに
変えていくことが大切です。参加者からの「ありがとう」「楽しかった」という言葉は、やはり嬉しく、
モチベーションにつながります。そのため、参加者がカフェの内容に飽きないように開催内容について
も、毎⽉は難しいですがイベントの開催など、皆さんに満足してもらえるように試⾏錯誤をしています。
また、そうした参加者の満足・笑顔を作っていくために、参加者の顔を覚える・笑顔・会場内では一人に
しないといったことを意識されており、居⼼地のいい空間づくりに取り組まれています。 
 コロナ禍では、２部制にして開催するなど、カフェマネージャーを中⼼に新たな運営方法を考え、特に
最初の頃は多くの苦労がありましたが、楽しみにしている方のために、苦慮しながらも柔軟に対応され
ていました。 
 

◆どこまで関わればいいのか 

 カフェの取組みを始めてから、他のボランティアへの参加や、参加者やスタッフとのつながりは増え
ています。ご本人的に、カフェマネージャーだからといって特別何か意識をして変えていることはなく、
いつも通り過ごされていますが、町で参加者に出会った時等に声をかけてもらえることがあり、何気な
い日常に少し喜びを得られる機会が生まれたとのことです。 
 一方で、参加者とどこまで関わればいいのか、例えば、しばらく来なくなった参加者を⼼配する気持ち
はある一方で、電話するのはいかがか、プライベートにどこまで入るべきなのか、といったバランスには
気を遣われています。 
 

◆ヒアリング要旨 
◇ヒアリングを通じての考察 
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◇お互いに関わり合いを持ちながら協力 

 今回カフェマネージャーへのお話を通じて、当初⽴上げに関わった３名を中⼼に、地域のスタッフ（ボ
ランティア）の協⼒を得ながら、参加者が笑顔で楽しんでもらえる会となるように、試⾏錯誤されている
ことが分かりました。 
 偶然興味の湧いた講座に参加したことから、今も継続しているこの取組みが続けて来られたのは、気
の合う方達の存在が大きいといえます。一人では運営の手間や責任、中身の充実など担いきれないこと
も、お互いに役割を分担し、運営も皆で相談しながら方針を決めていくなど、互いに関り合いを持ちなが
ら協⼒することで、多様なアイデアが生まれたり、負担軽減にもつながったりと、会を継続するための大
きな屋台骨になっている様子が見えてきました。 
 
 

（①−２）団地カフェありの（北区） 

◆地域の一員となっていく 

 仕事の一環でカフェを運営されているため、カフェマネージャー自身は団地の住⺠ではありませんが、
運営に関しては、複数名の地域住⺠のスタッフ（ボランティア）と協⼒をしながら運営をしています。UR
⻄日本から（有野台団地は UR の団地）、集会所を活用した住⺠参加・交流を⽬的とした集まりができな
いかとの相談受けたことが事業実施のきっかけだそうです。 
 もともと地域にこうした集まりを強く望む声はありませんでしたが、今ではたくさんの方が参加され
ています。カフェマネージャーとして、スタッフのモチベーション維持などにも気を遣いながら運営を
されていますが、参加者らのことを一緒になって考えていくうちに地域の一員となっていき、地域⾏事
への参画などいろいろな機会も与えられるようになってきており、そういったことにもやりがいを感じ
られています。 
 

◆住⺠一人ひとりが当事者 

 団地の高齢化率も上昇し、転入による団地内における新たな出会いも少ないなかで、今あるつながり
をしっかりと大事にしてもらうことや周りの方とのつながりが少ない方が顔を見せやすいような新たな
きっかけづくりも必要と考えています。有野台団地では新しく住⺠有志で自由参加のラジオ体操の集ま
りも始まっています。 

現場を肌で感じているカフェマネージャーの想いとして、これからは住⺠自身の、また、そのご近所さ
んの⼒が特に大切になってくると考えられています。そのため、カフェにおいては、例えば出前トークで
認知症についてお話をしてもらう等、地域の住⺠自身に興味・関⼼を持ってもらえるよう種まきを意識
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しながら内容を考えており、住⺠一人ひとりが当事者であることを意識してもらえばとの思いを聞くこ
とができました。 

 

② カフェの参加者にお話を聞いて見えてきたこと【ⅰ】 

◆偶然のきっかけから参加 

 ご家庭の事情により、高齢ながら新たな土地へ転居することになり、生活環境の変化に不安や寂しさ
を感じていたが、偶然のきっかけから介護予防カフェを見学しました。ボランティアの方からとても親
切にされたこともあり、２回⽬以降の参加につながっています。 

 

◆ここは来てね、正解やったと思いますわ 

 「ここに来られて正解だった」「こんなに雰囲気のいいところに引っ越してこられるなんて思わなかっ
た」「また何かでお返しできることがあれば」という率直な気持ちとともに、このカフェが住⺠方と気軽
に交流できる場所であり、これからも参加していきたいというお話を通じて、こうした交流の場所の大
切さが分かりました。 

 

◇人との付き合いのきっかけの場所に 

 お話を伺うなかで、人との交流が好きとの印象を受けました。転居によって人との交流が減少し、孤独
も感じるようになるなかで、近隣住⺠の方と気軽に話ができる、また、新たな友人との出会いのきっかけ
にもなる本事業が、非常に価値のある取組みであることが分かりました。また、自身がしてもらった親切
を別の人につなげていきたいという好循環も生まれる可能性があり、ヒアリングを通じて事業の更なる
可能性が見えてきました。 

 
③ カフェの参加者にお話を聞いて見えてきたこと【ⅱ】 

◆カフェマネージャーからの紹介 

 開設当初から継続して参加されており、⽉に１回集まって手芸をされています。最初はカフェマネー
ジャーから教えてもらい参加されたそうで、他にも、ご友人の紹介で参加されている方もいらっしゃい
ました。参加されて７〜８年になりますが、この居場所は楽しく、用事がない時は基本的に毎回参加され
ているとのことです。 

手芸は住⺠ボランティアの方が先生をされており、毎回新しい内容を考えていますが、作品はとてもき
れいでお家の玄関等に飾られたりと実用性も兼ねたカフェとなっていました。 

◆ヒアリング要旨 
◇ヒアリングを通じての考察 
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◆手芸をツールに交流を促進 

 有野台団地は広大で住⺠同士知らない方も多数いますが、初対面の方でも手芸の作業を通じて自然と
会話が生まれ、新たな交流が始まっていきます。コロナ禍において、緊急事態宣言時には一旦閉鎖してい
ましたが、解除後は、感染対策を⾏ったうえで開催されており、参加者の外出機会の創出にもなっていま
す。 

 

◇可能性を秘めたカフェ 

 手芸をベースとした地域の集まりですが、こうした
「手芸」といったようなツールがあることで、様々な可
能性を秘めていることが分かりました。新たな場所に
参加することはどうしても勇気のいることだと思いま
すが、こうしたツールがあることで、前述のように自然
と参加者同士の会話が生まれたり、同時に自分がつく
った作品がそのままもらえたりと、また参加しようと
いうインセンティブにもなっている状況が見えてきま
した。⻑期間継続して参加されている方がいることが
その裏付けとなっていると考えています。 
 
  

●手芸作品の一例。カフェの一角に飾られて
いました。 
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３．まとめ 

居場所づくり事業、介護予防カフェとそれぞれ参加されている方や事業者にお話を伺い、貴重な現場の
声を聞くことができました。 

居場所づくり事業では、人付き合い等が少なく孤独を感じていた方が、居場所という社会とつながれる
場所があることで孤独がやわらいだり、他人と交流することで気分転換になったり、また、自分を理解し
てくれるスタッフとの交流は、精神的な⽀えにもなっていることが分かりました。 

同時に、そうした場所を提供するためには、主催者をはじめ多くの方の⽀援・尽⼒があります。だから
こそ、このような安全・安⼼な居場所を提供することができ、参加者の満足や幸福感を高めることができ
ているということも分かりました。 

また、⽀援いただいているボランティアの方にとっても、ボランティア活動が一方的に与えるだけのも
のではなく、自身が満足した生活を送るために欠かせないものとなっているという一面も確認できまし
た。 

 
介護予防カフェでは、ここを通じて人付き合いが始まり孤独な気持ちが和らいでいる、また、自分がさ

れた親切を別の人につなげていきたいといった参加者の声や、カフェマネージャーが工夫をしながら参
加者が通い続けたくなるような運営をされており、参加者の外出機会の創出にも一役買っているという
現状が見えました。 

カフェマネージャーからは、団地の高齢化や転入者の少なさ等の現状からも、今あるつながりを大事に
することや、これからは住⺠自身やご近所さんの⼒が特に大切になってくるという思いとともに、住⺠
一人ひとりが当事者意識を持ち参画していくことの大切さが分かりました。 

また、一人では運営の手間や責任、中身の充実など担いきれないことも、お互いに役割を分担し、運営
も皆で相談しながら方針を決めていくといった協⼒体制のお話も伺い、互いに関り合いを持ちながら協
⼒することの大切さも改めて分かりました。 

 
本計画では、基本理念である、人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが生きがいや役割をもち、助

け合いながら暮らしていくことができる社会（ソーシャル・インクルージョン）の実現に向けて、３つの
方向性による推進を定めています。方向性１「みんなが参加、⾏動できる人づくり」では市⺠一人ひとり
の参画を、方向性２「安⼼を保障できる仕組みづくり」では福祉サービス基盤の整備・サービスの提供を、
方向性３「人と人がつながり⽀えあう環境づくり」では協⼒・連携の大切さを示しているところです。 

今回のヒアリングを通じて、それぞれの居場所があることで、社会とつながることができる・自分らし
くいられることができていることが分かりました。また、市⺠が居場所事業におけるボランティア活動
を通じて生きがいをもち、同時に居場所事業の参加者たちが無意識ながらもいろんなかたちでボランテ
ィアとつながり、お互いに⽀え合っているこうした状況は、基本理念であるソーシャル・インクルージョ
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ンの実現が進んでいると考えられます。また同時に、こうした取組みがあることで市⺠一人ひとりが地
域で安⼼して暮らしていくことができ、孤独感の減少や幸福感の上昇につながっていると考えられます。 

 
居場所づくり事業（社会福祉協議会） 介護予防カフェ 
（質的指標） 
・社会とつながることができる（安⼼感） 
・自分らしくいられる居場所である 
・ボランティア活動が生きがいになっている 
 
（量的指標）（R3 年度） 
【あ お い 製 作 所】参加者数 334 名、開催数 37 回 
【ふらっとホーム】参加者数 20 名、開催数 11 回 
【ふらっとカフェ】参加者数 14 名、開催数 １回 

※イベント（保護犬とふれあい会）として実施 
【作業プログラム】参加者数 108 名、開催数 37 回 

（量的指標） 
介護予防カフェ数：82 団体（Ｒ4.6） 
 

 
 
 
 
 
 
 
（参考）幸福感に関するアンケート 

 
※アンケート回答数：市⺠福祉に関する⾏動・意識調査（1,828 名）、介護予防カフェ参加者（25 名） 
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介護予防カフェ参加者

市⺠福祉に関する⾏動・意識調査

幸福である どちらかと言えば幸福である どちらとも言えない
どちらかと言えば幸福ではない 幸福ではない 無回答

・市⺠一人ひとりが地域で安⼼して暮らしていける 
・自身の役割を持ったり、互いに関わり合いを持ちながら協⼒ ⇒ 市⺠福祉の推進 

基本理念の実現につながる 

















方向性 視点 項目 事業 取組み状況（R3） 事業概要 量的指標 量的指標の実績（R3） 決算額（R3） コロナ禍における創意工夫（R3）

【２】（２）

しごとの
確保、し
ごとづく
り

しごとサポート
市内４か所のしごとサポート（東部・北部・中部・⻄部 ※ICT除く）において、ハ
ローワークをはじめとする関係機関と連携しながら障がい者の就労支援に取り組んで
いる。

（１） しごとサポート中部
全市的な就労支援の拠点として、労働、福祉、医療、
教育等関係機関及び企業等との連携を図りながら就労
相談や職場開拓、就職後の職場定着支援など行う。
（２）しごとサポート東部・北部・⻄部
地域の労働、福祉、医療、教育等関係機関及び企業等
との連携を図り、障がい者の地域生活に密着した就労
支援体制を充実させるため、就労相談や職場開拓、就
職後の職場定着支援などを行う。

・しごとサポートからの就
職者数
・しごとサポート支援の職
場定着率

就職件数   225件
職場定着率  89.5%

90,869千円
コロナ禍において、外出が困難である障がい者の相談などに
可能な範囲でZOOMなども利用し取り組んだ。

【２】（２）

しごとの
確保、し
ごとづく
り

障がい者の短時間
雇用の創出に向け
た取組み

障がい者雇用率制度や雇用関係助成金制度においては、週20時間以上の労働者を対象
としているため、働く力があるにも関わらず、個々の障がい特性等から⻑時間の就労
が困難な方の社会参加が促進されにくい状況にある。そのため、そういった状況にあ
る障がい者等の社会促進を図るため週20時間に満たない労働（超短時間雇用）の拡充
に取り組んでいる。

個々の障がい特性から⻑時間の就労が困難な障がい者
等に対して、東京大学先端科学技術研究センターと連
携して、週20時間未満の超短時間雇用を推進してい
る。
しごとサポート⻄部に「短時間雇用創出コーディネー
ター」を配置し、協力企業の開拓を行うほか、各しご
とサポートにおいて障がい者とのマッチングを行って
いる。

・マッチング件数 8社・11名 7,947千円
関係機関等の連絡調整等について、ZOOMなどを用いてコロ
ナ禍においても積極的な情報交換を行った。

【２】（２）

権利擁
護、障が
い者虐待
防止

 障害者差別解消
法施行にかかる取
組み

（１）神⼾市「障害者差別に関する相談窓⼝」における相談対応
（２）市⺠啓発（障がい啓発ポスターの掲出・チラシ・リーフレットの配布、イベン
ト等での啓発グッズ配布、出前トークの実施など）
（３）障害者差別解消法 階層別職員研修
（４）神⼾市障害者差別解消支援地域協議会 開催

相談体制づくり、関係機関のネットワークづくり、市
職員の対応力アップ、啓発活動。（「神⼾市障がい者
保健福祉計画2020」P20参照）

（量的指標はないが参考に
（１）の実績を右に記載）

障害者差別に関する相
談窓⼝における相談対
応件数
76件

2,322千円  ー

【２】（２）

権利擁
護、障が
い者虐待
防止

成年後見制度につ
いての広報・啓発

成年後見制度利用手続き相談室について、緊急事態宣⾔発令時は、市⺠後見人による
相談員活動を中止し、成年後見支援センターへの電話相談により代行した。

広報・啓発活動とともに、制度に関する相談受付の機
能を神⼾市成年後見支援センターが担っている。それ
に加え、各区役所に制度の仕組みや利用手続きの流れ
について相談を受けることのできる「成年後見制度利
用手続き相談室」を設置している。

成年後見の利用手続き相談
室の相談件数

67件 52,129千円
緊急事態宣⾔時に成年後見の利用手続き相談室の開催方法を
変更。

【２】（２）

権利擁
護、障が
い者虐待
防止

市⺠後見人の養成
後見人の新たな担い手として養成した、ボランティアで後見活動を行う「市⺠後見
人」（第7期）を養成するとともに、について、登録者の資質向上に努めた。

後見人の新たな担い手として、ボランティアで後見活
動を行う「市⺠後見人」を養成するとともに、登録者
の資質向上に努めている。

市⺠後見人登録者数 96名 52,129千円 −

【２】（２）

権利擁
護、障が
い者虐待
防止

権利擁護事業
引き続き、判断能力が不十分な人が安⼼して地域生活をおくってもらえるよう、福祉
サービス利用援助事業を実施。

判断能力が不十分な人が安⼼して地域生活をおくって
もらえるよう、こうべ安⼼サポートセンターを設置し
て、福祉サービス利用援助事業（日常生活⾃立支援事
業）を実施している。

福祉サービス利用援助事業
の利用者数

570件 147,775千円
・現金書留や振込送金の利用
・生活支援員含めた体温確認、利用者宅等滞在時間の短縮

【２】（２）

権利擁
護、障が
い者虐待
防止

DV被害者支援

・配偶者暴力相談支援センターの運営 毎日9〜17時（年末年始を除く) 相談(電
話・面接)、情報提供、関係機関との連絡調整等、証明書発行等を行う。
・各区のＤＶ相談 各区に婦人相談員を配置し、ひとり親家庭の相談とともに、ＤＶ
被害者に対する福祉的支援（緊急一時保護・⺟子生活支援施設への⼊所等)を行う。
・ＤＶ被害者支援活動補助金 ＤＶ被害者とその同伴する子に対して支援を行う⺠間
団体の活動に補助金を交付する。（⺠間シェルター運営事業・同行支援事業）
・ＤＶ被害経験者サポートカフェ ＤＶ被害経験者の⼼のケアに役立つセミナーを開
催する。
・ＤＶ被害者等生活支援事業 ＤＶから避難して地域で生活する者に対して家庭訪問
による面談を行い、地域生活の定着に必要な支援を実施する。

神⼾市配偶者暴力相談支援センターの運営、各区のＤ
Ｖ相談（婦人相談員(職員)を配置し、ひとり親家庭の
相談に応じるとともに、ＤＶ被害者に対する福祉的支
援（緊急一時保護・⺟子生活支援施設への⼊所等）を
行う）、⺠間支援団体における支援（DV被害者支援活
動補助金）

モニタリング指標
①神⼾市配偶者暴力相談支
援センターにおける相談件
数
②区役所における婦人相談
等に占めるＤＶ関連相談件
数
③ＤＶ関連セミナー・講座
の講座数及び受講者数
④ＤＶ予防啓発事業(デート
ＤＶ出前講座)の市立中学
校・高校・高専の実施校数
⑤ＤＶ被害者支援関係職員
向け研修講座数及び年間受
講者数

①3,075件
②545 件
③16回 ・158人
➃中学校14校・高校1校
⑤10回・290人

31,868千円 コロナ禍においても相談業務は継続している




























































